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84)１９９２年８月７日南会津郡に発生したdownburstについて,1992年 11月, 日本気象

学会東北支部大会.

85)福島の酸性雨について,1992 年 11 月, 日本気象学会東北支部大会.

86)福島県に発生した downburst について,1993 年 1 月, 東北地域災害科学研究会.

87)安定成層中での擾乱の生成と機構,1993 年 5 月, 日本気象学会.

88)梅雨前線の meso 構造Ⅳ,1993 年 5 月, 日本気象学会.

89)対流群および中間規模低気圧との対応,1993 年 5 月, 日本気象学会.

90)梅雨前線帯における多重圏界面と慣性内部重力波,1993 年 5 月,日本気象学会.

91)A rotor circulation near the Baiu front observed by MU radar.1993 年 7月,93'IAMAP,

Yokohama,Japan.

92)低 pH 降水出現時の気象特性について,1993 年 10 月, 日本気象学会.

93)気象レーダー観測結果との比較,1993 年 10 月, 日本気象学会.

94)断続的な弱い降水と強い降水との比較,1993 年 10 月, 日本気象学会.

95)梅雨前線の meso 構造Ⅴ,1993 年 10 月, 日本気象学会.

96)やませの構造とその変化,1993 年 11 月, ヤマセ研究会.

97)１９９３年冷夏時の大気構造の特徴,1994 年 1月, 東北地域災害科学研究会.

98)GMS-DATA からみた１９９３年冷夏の特徴,1994 年 3月, 東大生産研フォーラム.

99)梅雨前線の Meso 構造_Y,1994 年 5 月, 日本気象学会.

100)境界層レーダーを用いた降雪機構の観測,1994 年 6月,日本雪氷学会東北支部会.

101)１９９３年夏季の雲域変動の特徴,1994 年 8月, ヤマセシンポジウム.

102)降雪 cell 構造の観測,1994 年 8月, 日本雪氷学会.

103)境界層レーダーによる山岳波の観測,1994 年 10 月, 日本気象学会.

104)MU レーダーと C,X,C/Ku 帯を用いた対流群の観測,1994 年 10 月, 日本気象学会.

105)境界層レーダーによるインドネシア赤道域乾期・雨期キャンペーン観測 ,1994 年 10

月，日本気象学会.

106)GMS Image Database とその利用,1994 年 12 月, 情報処理教育研究会.

107)境界層レーダーによる台風 26 号の強風の構造の観測,1995 年 1 月, 東北地域災害科

学研究会.



108)Longitudinal cloud の構造について,1995 年 5 月, 日本気象学会.

109)冬季モンスーンの大気構造,1995 年 6 月,日本雪氷学会東北支部会.

110)境界層レーダーによる降水系内の重力波の観測,1995 年 10 月,日本気象学会.

111)境界層レーダーによる山岳波の観測,1995 年 10 月,日本気象学会.

112)積雲内での重力波の挙動,1995 年 11 月,日本気象学会東北支部会.

113)境界層レーダーによる山岳波の観測（その 2）,1995 年 11 月,日本気象学会東北支部会.

114)境界層 Radar による台風 9512 号の強風構造の観測,1996 年 1 月,東北地域災害科学研

究会.

115)清川ダシによる強風の出現について,1996 年 1 月,東北地域災害科学研究会.

116)境界層レーダーによる山岳波の観測（その 3）,1996 年 5 月,日本気象学会.

117)台風 9512 周辺で出現した水平風の振動について,1996 年 5 月,日本気象学会.

118)冬季モンスーンの構造，1996 年 6月，日本雪氷学会東北支部会.

119)Analysis of the diurnal variation of the atmospheric structure using enhanced

rawinsonde observation data, 1996 年 8 月, Game-Tropics Workshop in Bangkok.

120)境界層レーダーによる山岳波の観測（IV）,1996 年 11 月、日本気象学会.

121)冬季モンスーンの構造, 1996 年 11 月、日本気象学会.

122)境界層レーダーで観測した積雲内の重力波, 1996 年 11 月、日本気象学会.

123)1996 年 7月 3日に発生した豪雨について,1997 年 1月,東北地域災害科学研究会.

124)Analysis of the diurnal variation of the atmospheric circulation in Thailand,

1997年3月,The Third International Study Conference on GEWEX in Asia and GAME at

Korea.

125)夏季晴天日に観測された福島盆地周辺の局地循環, 1997 年 5 月, 日本気象学会.

126)境界層レーダーによる山岳波の観測(V), 1997 年 5月, 日本気象学会.

127)MU・気象レーダーを用いた梅雨期 3週間連続観測：中間規模低気圧近傍の鉛直流およ

び降水雲の階層構造, 1997 年 5 月, 日本気象学会.

128)タイ国における大気循環の日変動, 1997 年 5 月, 日本気象学会.

129)台風 9617 号に伴う降水機構について, 1997 年 5 月, 日本気象学会.

130)内陸筋状雲の構造, 1997 年 6 月，日本雪氷学会東北支部会.

131)奥羽山系域の積雪中の溶存イオン組成の特徴について, 1997 年 6月，日本雪氷学会東

北支部会.

132)L-band radar を用いた可降水量変動の検証, 1997 年 6 月, GPS Japan 研究会.

133)寒冷前線近傍に形成されたガストフロント構造の MU・気象レーダー同時観測, 1997

年 10 月, 日本気象学会.

134)夏季晴天日に福島盆地で観測された局地風について,1997 年 10 月, 日本気象学会.

135)タイ国における乾期の大気循環, 1997 年 10 月, 日本気象学会.

136)タイ国におけるレーウインゾンデ観測についての技術的・気象学的考察, 1997 年 10

月, 日本気象学会.

137)タイ国における気象要素の変動の地域特性, 1997 年 10 月, 日本気象学会.

138)国土地理院 SINEX データを用いた局地循環の解析, 1997 年 11 月, GPS Japan 研究会.

139)Why do clouds develop at night in northern Thailand?, 1998 年 1月, '98 Workshop

on GAME-Tropics in Thailand.

140)晴天日における福島盆地の局地循環, 1998年5月, 日本気象学会.(1998年ポスター賞）

141)タイ北部ではなぜ深夜に降水現象が多発するのか,1998 年 5月, 日本気象学会.

142)タイ国下部成層圏における波動特性, 1998 年 5 月, 日本気象学会.

143）冬季筋状雲付近の運動場について，1998 年 10 月，日本気象学会.



144）1998 年アジアモンスーンの変動とその特徴，1998 年 10 月，日本気象学会.

145)1998 年南東北・北関東の集中豪雨の降水システムについて，1999 年 1月, 東北地域災

害科学研究会.

146 )Preliminary results of the enhanced rawinsonde observation in 1996: Relationship

between convective activity and instability over Thailand, 1999 年 1 月, '99

Workshop on GAME-Tropics in Thailand.

147) Climatological features of convective activity and rainfall over Thailand during

the summer monsoon season,1999 年 1 月, Publication No.11, 310-3319.

148)The characteristics of precipitation in Northern Thailand before and after the

onset of a southwest monsoon,1999 年 2 月，WMO 154)The characteristics of

precipitation in Northern Thailand before and after the onset of a southwest

monsoon,1999 年 2月，WMO technical document, No.936, 69-72.Conference.

149) The characteristics of atmospheric structure in Northern Thailand before and

after the onset of a southwest monsoon, 1999 年 3 月, Asian Pacific Friend and GAME

Joint Workshop.

150）1998 年 8月 27 日の南東北・北関東の豪雨について，1999 年 5月，日本気象学会.

151）1998 年アジアモンスーンオンセット前後の大気構造，1999 年 5 月，日本気象学会.

152) On the precipitation at midnight in the northeastern Thailand, 1999 年 6 月，

Third International Scientific Conference on the Global Energy and Water Cycle,

456-457.

153）梅雨前線帯低気圧に伴う豪雨について，1999 年 11 月，日本気象学会.

154）インドシナ半島における季節内変動の大気構造，1999 年 11 月，日本気象学会.

155)1988 年 8月 27 日の豪雨の降水システム，1999 年 10 月，日本気象学会東北支部講演会

156）タイ国下部成層圏における波動特性，1999 年 11 月，日本気象学会.

157）梅雨前線帯低気圧に伴う豪雨システム，1999 年 11 月, 日本自然災害学会東北支部講

演会.

158)熱帯低気圧に伴う雲バンドの構造について，2000 年 5 月，日本気象学会.

159)インドシナ半島における準 2 日周期変動，2000 年 5月，日本気象学会.

160)集中豪雨と Dry Intrusion，2000 年 8 月，大槌シンポ「豪雨と海況」

161) インドシナ半島における準 2 週間周期変動，2000 年 10 月，日本気象学会.

162）豪雨システムと Dry Intrusion，2000 年 1１月，日本気象学会東北支部講演会

163）内陸筋状雲による降雪機構，2001 年 5月，日本気象学会.

164)インドシナ半島北部の乾期と雨季の日変動，2001 年 5 月，日本気象学会.

165)内陸域の降雪機構，2001 年 5 月，日本雪氷学会東北支部講演会.

166）福島県内の降水量変動の特徴，2001 年 8 月，大槌シンポ「降水システムと降水変動」.

167) 内陸筋状雲による冬季の降水，2001年8月，大槌シンポ「降水システムと降水変動」.

168) 安定大気層下での降雪システム，2001年8月，2001年夏研究集会「豪雨・豪雪をも

たらす気象擾乱」

169) A difference of diurnal variation of atmospheric circulation between wet season

and dry season in Tropics. 2001年10月，The Fifth International Study Conference on

GEWEX in Asia and GAME.

170)インドシナ半島における気象要素の時―空間代表性について，2001 年 10 月，日本気

象学会.

171) 福島県内の降水量，降雪量変動の異常性について，2002 年 1 月, 日本自然災害学会

東北支部講演会．



172）Quasi-2-day variation of cloud activity over the Java Sea, 2002 年 3 月，

International Symposium on Equatorial Processes Including Coupling.

173)インドシナ半島における乾期と雨季の大気構造，2002 年 5月，日本気象学会.

174)福島大学ウィンドプロファイラによる大気計測，2002 年 5月，日本気象学会.

175)福島県内の降雪変動について，2001 年 6 月，日本雪氷学会東北支部講演会.

176)冬季降雪変動，2002 年 8 月，大槌シンポ「モンスーンと東アジア」

177）2001 年 1月 8日の豪雪について，2002 年 10 月，日本気象学会.

178)酸性雨に及ぼす Wash Out 効果の評価，2002 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部総

会．

179)福島における降水の化学組成，2002 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部総会．

180)三宅島火山の福島の雨水酸性化への寄与，2002 年 11 月，大気環境学会北海道東北支

部総会．

181）Diurnal variation of atmospheric circulation in Tropics.2003 年 3月，APHW2003，

Kyoto.

182）福島県における寒気吹き出し時の降雪の局地性，2003 年 5 月，日本雪氷学会東北支

部講演会.

183）2002 年 7月 10 日の豪雨について，2003 年 5月，日本気象学会

184）南東北・北関東豪雨，2003 年 10 月，日本気象学会メソ研究会

185）降雪量の変動特性について，2003 年 10 月，日本気象学会.

186)雨水のｐＨ変動について，2003 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部総会．

187)林内・林外雨の化学組成とその変動 2003 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部

188）福島県における強雨特性について，2003 年 12 月，日本自然災害学会東北支部講演会．

189）福島県における Longitudinal-Mode Cloud による降雪システム，2004 年 5 月，日本

雪氷学会東北支部講演会.

190）2004 年 1 月 14 日の Longitudinal-mode 降雪雲の形成について，2004 年 5 月，日本気

象学会

191)On the formation of longitudinal cloud mode in the winter monsoon over Japan,

2004 年 7月，14thInternational conference on clouds and Precipitation.

192）冬季モンスーンにおける東北地方の降雪雲モードについて，2004 年 10 月，日本気象

学会.

193)CReSS による冬季降雪雲の Simulation,2004 年 11 月，第 6 回非静力学モデルに関する

ワークショップ.

194）A change of mean physical quantity in the monsoon and pre-monsoon.2004 年 12

月， The 6th International Study Conference on GEWEX in Asia and GAME

195）福島県北東部の強風出現いついて，2005 年 3月，日本自然災害学会東北支部講演会．

196）福島県北東部の強風出現機構，2005 年５月，日本気象学会.

197）CReSS によるやませの再現実験，2005 年７月，日本農業気象学会東北支部

198）降雪システムと降雪の局地性，2005 年９月，日本雪氷学会

199）チャネル型地形内での強風出現，2005 年 11 月，日本自然災害学会

200)レーダー・アメダスデータによる降水特性の解析，2005 年 11 月，日本気象学会

201)酸性雨のイオン濃度特性について，2005 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部

202)東北地方の豪雨について,2006 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会

203)山岳波について,2006 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会

204）福島駅東口のビル風について，2006 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会

205)短時間強雨監視のための面的雨量の推定，2006 年 1月，日本自然災害学会東北支部講



演会

206）豪雨域と水蒸気移流，2006 年 5 月，日本気象学会 (東京)

207) Measurement of the Exact Two-Dimensional Precipitation, 2006 年 10 月，The 3rd

Asia Pacific Association of Hydrology and Water Resources Conference (Bangkok)

208) 2006 年冬季の東北地方の降雪特性，2006 年 10 月，日本気象学会（名古屋）

209) 降雹予測の可能性について 2006 年 11 月，日本農業気象学会東北支部大会（盛岡）

210) 2006 年冬季の降雪特性，2006 年 11 月，日本雪氷学会（秋田）

211) 2004 年のレーダー・アメダス解析雨量による東北地方の降水特性，2006 年 11 月，日

本気象学科東北支部気象研究会（仙台）

212）レーダー・アメダス解析雨量による積算雨量について，2006 年 11 月，日本気象学会

東北支部気象研究会（仙台）

213）羽越線列車事故時の強風出現，2007 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会 （盛

岡）

214）東北地方の 2006 年冬季の降雪特性，2007 年 5 月，日本雪氷学会東北支部，（秋田）

215)2 次元降水量測定の精度向上のための X-band radar 観測，2007 年 5 月，日本気象学会

（東京）

216）梅雨前線に伴うバンド状降水システムの構造，2007 年 10 月，日本気象学会，（札幌）

217）数値モデルを用いた降雹予測について，2007 年 11 月，日本農業気象学会東北支部大

会（福島）

218）X-band radar による 2006 年梅雨観測，2007 年 11 月，日本気象学会東北支部大会（仙

台）

219）福島県における降雹災害，2008 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会（八戸）

220）福島県北部に出現する Line 状降雪雲，2008 年 5 月，日本雪氷学会東北支部，（新庄）

221）地形による降水強化システム，2008 年 5 月，日本気象学会，（横浜）

222）福島県における高濃度オキシダント出現の特徴，2008 年 11 月，大気環境学会北海道

東北地区大会，（仙台）

223）トンネル内の二酸化窒素濃度分布，2008 年 11 月，大気環境学会北海道東北地区大会，

（仙台）

224）寒冷前線に伴うガストフロントによる突風 2008 年 11 月，日本気象学会メソ気象研

究会，（福島）

225）寒冷前線に伴う強風発生メカニズム，2008 年 11 月，日本気象学会，(仙台)

226）霜害監視システムの開発，2008 年 11 月，日本農業気象学会(函館)

227）2008 年 2月 23 日の突風災害，2009 年 1月，日本自然災害学会東北支部講演会（秋田）

228）Development of the prediction method of the minimum temperature for frost damage

prevention 2009 年 3月 International Symposium on Agricultural Meteorology 2009

229）気象監視システムの開発，2009 年 3 月，日本農業気象学会（郡山）

230）Line 状降雪雲の出現特性，2009 年 5月，日本雪氷学会東北支部大会（福島）

231）降雪システムの水蒸気量依存性，2009 年 5月，日本気象学会（つくば）

232)福島県におけるオゾンによる高濃度汚染の特徴について第 50 回大気環境学会年会，

（横浜）

233）福島県におけるオゾンによる高濃度汚染，大気環境学会 2009 年 10 月，日本大気環境

学会（横浜）

234）気象監視システムの開発，2009 年 10 月，温暖化適応研究会招待講演，（福島）

235）果樹園地帯の温度管理システム，2009年 11 月，農水委託プロ成果発表会招待発表（東

京）



236）高精度最低気温予測手法と地域内気象観測システムの開発，2009 年 11 月，農林水

産省委託プロジェクト研究発表会(つくば)

237）福島県におけるオゾンによる高濃度汚染の特徴について（第 2 報），2009 年 11 月，

大気環境学会北海道東北支部学術集会

238）トンネル内の粉塵濃度分布，2009 年 11 月，大気環境学会北海道東北支部学術集会

239）霜害低減のための温度管理システムの開発，2009 年 11 月，日本農業気象学会東北支

部講演会（秋田）

240）最低気温の出現特性について，2009 年 11 月，日本気象学会 （福岡）

241）霜害予測，2010 年 1 月，日本自然災害学会東北支部講演会（山形）

242）霜害防止のための最低気温監視予測システム，2010 年 3 月，日本農業気象学会（名

古屋）


